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日本企業の女性上級管理職が持つ人的ネットワーク
と昇進についての一考察 : 定性調査を中心として


































Women executives are rare in Japan. Only 1.2% of all directors of Tokyo Stock Exchange (TSE) listed companies 
are women. The important fact is that even women executives are still in the minority, they are still present. How 
can they reach the executive position? It is generally said that human networks significantly influence work 
achievements and career. Granovetter(1973) pointed that a key element of promotion factor is having wide human 
networks. This paper focuses how women executives made human networks. We conducted deep focus interview to 
the eight women executives of TSE listed companies. After having checked into the human networks possessed, we 
found third things. First, their networks are constructed not only in the company but also outside of company. 
Second, they used the advantage of minority group. Third they were influenced by their male bosses.  
 







男女共同参画白書によると我が国の上場企業 3,608 社の役員等計 41,973 名のうち女性は
515 名であり、その割合は全体の 1.2％である（内閣府男女共同参画局編, 2011）。注目すべ
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と考えられてきた（例えば Uzzi, 1997；Uzzi and Dunlop, 2005; Alexander, 2003；安田 2004）。
 
                                                        
1 本論文では、「人的ネットワーク」と「ネットワーク」を同義で使っている。 
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社内外に広く張り巡らされた人的ネットワークを持つことによって、情報の量と質の優越
化に繋がり、その積み重ねによって昇進という果実を得る傾向が強いと考えられている








向があるという研究も多い（Ibara, 1993; Burke and McKeen, 1997; Ibarra and Hunter, 2007; 






























































から女性の部長級平均年齢が 2010 年調査で 52 歳であることから、その多くが 50 歳以上と




























調査は 2007 年 7 月から 2008 年 9 月に実施した。調査方法は、先のフレームワークをベ
ースとした半構造型のインタビュー調査である。 
















データは創業後 50 年以上の会社、40 年、30 年、20 年、10 年と創業からの年数で分け、そ
れぞれのグループに入る会社をランダムに数社選び本研究の趣旨を説明した上でインタビ
ューの依頼を行った。その結果、8 社 8 名の該当者が調査を承諾し、インタビューを行っ
た。 
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部長 50 代 38 年 38 年 ⑥ 
B 不動産・施設 取締役執行
役員 50 代 35 年 35 年 ⑥ 
C 流通 取締役執行
役員 50 代 36 年 26 年 ⑤ 
D 流通 執行役員 40 代 23 年 23 年 ④ 
E コンピューター 執行役員 50 代 28 年 28 年 ③ 
F 通信 専務執行役
員 50 代 35 年 22 年 ① 
G 教育 副社長 40 代 25 年 25 年 ② 
H サービス 執行役員 30 代 15 年 15 年 ② 
キャリア年数については,高校・大学を出てからインタビュー日までを筆者らが試算した。 
会社の特定を避けるために創業後何年にあたるかを 10 年きざみの期間の範囲として示した。 




























社内と社外のネットワークではどちらが大きいかとの問いには 8 名中 ACEFH の 5 氏が
































































































表 2 はインタビューの内容を表にしたものである。 
表２ インタビューに対する回答のまとめ 
 A B C D E F G H
上級管理職への昇進をキャリアの初期から強い意志を持っ
て狙っていた 
× × × × × × × ○
キャリアの中期で上級管理職への昇進について強い意志を
持っていた 
× × × × × ○ ○ ○
昇進の為に戦略的に社内ネットワークを構築した × × × × × × × ×
自分が少数派であることを意識していた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
少数派であることはどちらかというと自分にとって有利で
あると思っている 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自分は社内ネットワークが同期の男性と比較してあるほう
だと思う 
○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○
社内の既存の男性中心の人的ネットワークに入って自分の
ネットワークにすることが多い 
○ ○ ○ ○ × × × ×
社外の人的ネットワークが充実している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社内のネットワークより社外のネットワークの方が多い ○ △ ○ △ ○ ○ × ○
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6.3 少数派としての立場を活用した人的ネットワーク構築 
ここで、社内の人的ネットワークについては結果が二分される。ABCD 氏と EHGH 氏で
ある。前者は社内の既存の男性中心の人的ネットワークに入って自分のネットワークにす
ることが多かったと述べていたが、後者はそうではなかった。社内の ABCD 氏が属するの
は 30 年以上の歴史がある企業であり、EFGH 氏が属するのは設立間もない企業であった。 
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